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審査員特別賞、最優秀脚本賞、 0 CIC 賞 3 部門受賞

rマルセイユの恋」のロベール・ゲディギアン監督最新作

ロール・ラウスト／アレクサンドル・オグー／アリアンヌ・アスカリッド／ジャン＝ピエール・ダルッサン／ジェラール・メイラン

監督・111本：ロペール・ゲディギアン／原作：ジェームズ・ポールドウィン「ピール・ストリートに口あらば」より

テーマ曲：リスト「愛の夢～恋人よ、愛しうる限り愛せ」 1998年フランス／カラー／II]|四ぶm～回3

提供：アスミック・エースエンタテインメント、角川書店／配給：アスミック・エース也~ A 
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はじめてで、永遠につづく、小さな恋のメロディ

あなたは今までどんな恋をしましたか？ 様々な形の恋があるけれど、

他のどの恋とも違うもの、それが幼なじみの恋。同じ町に生まれたクリムとベベは、幼い頃からずっと一緒

で、まるで家族のようにお互いのことを何でも知っている。

パースディ・ケーキのろうそくが毎年 1 本ずつ増えていくように、互いへの想いを積み重ねていったクリム

とベベ。やがて思春期を迎えた二人は、とても自然に恋に落ちる。二人は、はじめてで永遠につづく小さな

恋のメロディを奏でる。しかし、突然起こった事件のせいで、二人が生まれてはじめて引き離されるところから、

この物語は始まる…•••。

負けない、運命に祝福されたから

南仏の港町マルセイユ。クリムは、無実の罪でとらわれた恋人べベに

会いに行く。今日のクリムはいつもと違う。おなかの中に新しい生命が宿ったことをべベに告げるという、

大切な使命があるから。 16歳と18歳で結婚を決意した二人。若すぎることを理由に最初は戸惑っていた家族

も、彼らの強い愛と意思を尊重し、応援するようになる。

幼なじみの恋は、負けない。次々と起こる問題に立ち向かうクリム。しかし、大切な証人である被害者の

女性が突然故郷のサラエポに帰ってしまう。その時、サラエポまで追いかけると宣言したのは、赤ちゃんが

できたことを最初に喜んでくれたクリムの母だった。

「待っているだけじゃ、幸せはつかめない」
そう、母は教えてくれた

家族、それは同じ思い出に抱きしめられた人たちの集まりだ。クリムの

妊娠を祝ったシャンペン、べベの父が作る杏のタルト、クリムの父がいれるショコラ……。そんな毎日の

何気ない出来事が、思い出となって家族を結びつける。

「幼なじみ」の二つの家族が精いっぱい守ろうとしたもの、それはクリムとべベの“大好きな家族がいる

この町で、赤ちゃんを産みたい。生まれてくる赤ちゃんにたくさんの愛を注いであげたい”という、たった

一つの望みだった。そして、私たちは気づく。新しい家族は、この二人のように愛に満ちた他人同士から

始まるということに……。

名作『マルセイユの恋』の監督が
再び届ける‘‘愛の夢”

` 
9 9、

監督は、愛すべき名作「マルセイユの恋」のロペール・ゲディギアン。

そのスタッフとキャストが再び結集した。今回、新たに加わった主役の二人は、共にこれが映画初出演の

ロール・ラウストとアレクサンドル・オグー。一点の濁りもない澄んだ眼差しが胸を打ち、この恋を応援せず

にはいられない。

原作は、現代アメリカ文学を代表する黒人作家ジェームズ・ポールドウィン。音楽には、リストによる「愛

の夢～3つのノクターン」から第3番“恋人よ、愛しうる限り愛せ＂が、ロマン派の代表的ビアニスト、ホル

ヘ・ポレットの名演奏で使われ、ラスト・シーンと共にいつまでも心に感動の余韻を残す。
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サポン・ド・マルセイユの
マリウス・ファープル社100周年記念

ロードショ—! ||‘‘マルセイユ石鐵'
プレゼント

（擾：ジーピークリエイツ）

ら←デシジネマ I
前売特別鑑賞券 1,500円

（円roo-f'I.の処）発売中！
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